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３．１．５ 甲府盆地下におけるフィリピン海プレート上面のマッピング 

(1) 業務の内容 

(a) 業務題目 

 甲府盆地下におけるフィリピン海プレート上面のマッピング 
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(c) 業務の目的 

 大都市大震災軽減化特別プロジェクトは、2005 年に小田原-山梨間で反射法地震探査(以

下「大大特 2005」とする）を行い、甲府盆地下に沈み込むフィリピン海(PHS)プレートの

非地震性スラブ上面に相当する反射面の発見に初めて成功した（佐藤他，20051); Sato et 

al.,20062））。この発見によって、伊豆-丹沢衝突帯北方の非地震性領域においても沈み込

む PHS プレートのスラブが実在することが確実となった。こうしてスラブの実在性をめぐ

る議論（笠原,19853);石橋,19884);Ishida,19925)など）は基本的な決着をみた。しかし、大

大特 2005 で発見された非地震性スラブがどのような形状で伊豆-丹沢衝突帯東方ならびに

西方の地震性スラブに接続するかについては未解明である。 

そこで本業務は、大大特 2005 で確認されたスラブ上面が東西方向にどのように広がっ

ているのかを明らかにすることを目的として実行された。使用データは、大大特 2005 と同

期して行われた糸魚川-静岡構造線甲府-南アルプス間の反射法地震探査（池田他,20066)：

以下「重点糸静 2005」とする）において、同じ人工震源を両測線で同時に受震し取得され

たもの、即ちファン・シューティング（同じ測線上の発震－受震関係ではなく、測線間を

跨ぐ発震－受震関係）記録である（測線図を図１に示す）。これらのデータは広角反射波を

含んでおり、Single-Fold 反射法が適用される。 

 

(d) ５ヵ年の年次実施計画 

 1) 平成１４〜１７年度：未実施 

  2) 平成１８年度： 

平成１７年度に取得した大大特 2005（大都市大震災軽減化特別プロジェクト小田原

－甲府測線：2005 年 11/15～12/3）、重点糸静 2005（糸魚川－静岡構造線断層帯にお

ける重点的な調査観測：2005 年 11/15～12/3）の両測線にまたがるファン・シューテ

ィング記録を利用し、Single-fold 反射法処理を実施し、当該地域の非地震性スラブ

の構造解明を行う。 
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(e) 平成 1８年度業務目的 

前述の(1)(c)業務目的に同じ 

(2) 平成 1８年度の成果 

(a) 業務の要約 

 大都市大震災軽減化特別プロジェクトは、2005 年に小田原-山梨間で反射法地震探査（大

大特 2005）を行い、甲府盆地下に沈み込む非地震性フィリピン海(PHS)プレートのスラブ

上面に相当する反射面の発見に初めて成功した。伊豆-丹沢衝突帯北方では、沈み込む PHS

スラブの自然地震活動度が低く、震源分布や速度構造からその形状が決められなかったが、

この発見によって、非地震性スラブの実在が明確となった。本業務では、この反射面の東

西方向への広がりを確認するために、大大特 2005 の発震を重点糸静 2005 測線で受震した

ファン・シューティング記録を、Single-fold 反射法によって処理した。その結果、各フ

ァン・シューティング反射断面で、大大特 2005 の PHS スラブ上面と接続する反射面が確

認された。３次元マイグレーション処理を施すことで、これまで PHS スラブの存在が確認

されていなかった非地震性領域において、深度 25~35km で北西に約 30 度傾斜する PHS スラ

ブの広がりが確認できた。 

 

(b) 業務の実施方法 

1)ファン・シューティング記録 

本業務で用いたファン・シューティング記録は、図１で示したように、大大特 2005・重

点糸静 2005 で発震を行い、重点糸静 2005 で受震することによって得られた。発震はダイ

ナマイト発震が 12 点(うち大大特 2005 で 11 点）、バイブレータ多重発震が 4 点(うち大大

特 2005 で 3点)の計 16 点ある。この記録は、各発震点（図１の各 CMP 分布に対応；CMP(Common 

Mid-Point)とは発震点－受震点の中点のこと）に、Single-Fold 反射法処理により、発震

点数分の 16 枚の反射断面を作成することができる。これらの反射断面で、それぞれ大大特

2005 のスラブ上面と接続する反射面を東西方向へ追跡する。その接続例は図２に示したと

おりである。そのトレースを３次元配置することで、非地震性領域における PHS スラブ反

射面の東西方向への追跡を行う。 

 

2)非地震性スラブ反射面 R1 の追跡 

大大特 2005 の非地震性スラブ反射面と接続する反射面群(R1 と呼ぶ：図２)を、甲府盆

地下の各断面で確認できた。図３に、ファン・シューティング反射断面の一部を示す。 

 この R1 は、甲府盆地北端の反射断面（SP01+VP02+SP17：図３）において、東端で往復走

時(TWT)15 秒、西端で TWT17 秒と西傾斜した反射面群として存在する。また R1 は、南方の

反射断面に行くに従い浅くなり、かつ緩傾斜となっていく。甲府盆地南端の反射断面

(SP10：図３)では、R1 は TWT 約 12 秒でほぼ水平となっており、反射面が測線と平行に近

いことが示唆されている。 

このように全ファン・シューティング反射断面において、R1 のトレースを行ったが、そ

の構造は、大大特 2005 反射断面上で北方向、ファン・シューティング反射断面上で西方向

に傾斜したものであるため、北西方向に最大傾斜を持っている構造であることが推定され

る。図４に示すように、反射法において傾斜面からの反射は、CMP の直下で反射した波で
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はないため、真の反射点に戻す操作（マイグレーション処理）が必要となる。本業務では、

ピッキングマイグレーションの手法を用いて３次元マイグレーションを行った。その結果

は R1 の等深度線として描かれた（図５）。 

 

(c) 業務の成果 

業務の成果は、以下の２点にまとめられる。 

第１に、非地震性領域に、深度 25~35km で北西に約 30 度傾斜するスラブが広がってい

ることが確認される（図５）。従って、大大特 2005 で確認された非地震性スラブが非地震

性領域に広く存在することが明白となった。 

第２に、本業務で明らかとなったスラブ上面深度は、津村他（1993）8)が N35°30’、E139°

付近で求めたスラブ上面等深度線とも良く対応する（図５）。従って、PHS プレートのスラ

ブにおけるヒンジ線は、Ishida,19925)の結果から推定される位置よりも東方の E139°付近

に位置していると考えられる（図６）。 

 

(d) 結論ならびに今後の課題 

第１に、大大特 2005 で確認された PHS スラブ反射面の東西方向への広がりを追跡する

ことが出来たことである。非地震性領域において、反射面として PHS スラブが、広く広が

っていることが分かった。第 2 に、この形状によって、PHS スラブのヒンジ線の位置が、

従来推定されていた位置よりも東方である東経 139°付近に存在すると推定することがで

きたことである。このことは、伊豆-丹沢衝突帯の形状を考える上で重要な情報となる。 

今後の課題として、本業務によって明らかとなった非地震性スラブ上面が地震性スラブ

上面とどのように接続するかということがある。非地震性領域東縁に関しては、本業務の

結果と、これまでの大大特の成果を基にしたスラブ上面深度図（Sato et al.,20058））と

の間に差異が認められるが、これはスラブ上面までの速度評価によるのかも知れない（図

６）。一方、西縁に関しては、本業務の結果は、伊豆-丹沢衝突帯西方において震源分布よ

り求めた Ishida(1992)5)の結果よりも 15ｋｍ程度浅い。この課題は、伊豆-丹沢衝突帯の

全体構造を解明する上で極めて重要であると考えられる。 
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図１ ＣＭＰ分布図   

図中の A,B,C,D,E は図２の断面に対応 

 
図２ 大大特 2005 反射断面とファンシューティング反射断面の接合 

図中の A,B,C,D,E は図１を参照 
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図３ ファンシューティング反射断面 

H:V=1:1@Vp=6km/sec 

 

 
図４ マイグレーション概念図 
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図５ マイグレーション後コンターと既存の研究成果との比較 

 
 

 
図６ ＰＨＳスラブ上面コンター図（既存研究＋本業務） 

 


